
キャリア教育について 

１ キャリア教育とは

一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な能力等を育てる教育 

（平成 23年中央教育審議会において定義） 

●キャリア教育のねらい（国立政策研究所資料より） 

一般的に、社会的自立を図る上で必要な能力として、「意思決定能力」、「人間関係 

形成能力」、「将来設計能力」及び「情報活用能力」が挙げられる。 

これら４つの能力を参考にしながら、学校や地域の特性、子どもたちの実情に応じて身

につけさせる能力を検討することが大切である。（別添資料１参考） 

⇒ こうした中、キャリア教育の指導計画書作りが求められている。 

⇒ 留意すべきは、キャリア教育は教科・科目等の教育活動全体を通じて取り組むもので

ある。単に特定の活動のみを実施すればよいということや、新たな活動を単に追加す

ればよいと言うことではない。（平成２３年中央教育審議会答申） 

●小学校からキャリア教育が必要か 

小学校におけるキャリア教育は、具体的な将来設計を立てさせることを目指すものでは

なく、様々な活動を通して将来設計の基礎となる「夢や希望」を育み、目標に向かって工

夫し努力することの大切さを体得させ、自信や自己有用感を高める機会を計画的に設けて

いくことが大切である。 

●中学生は職場体験などの体験活動をすることがキャリア教育か 

体験活動はキャリア教育を推進する取り組みの一つとして位置づけられている。 

体験活動には、達成感や満足感を得ることによる自信や自己有用感の獲得、働くことや

学ぶことへの意欲の向上など様々な効果が期待できる。 

進路指導の一環でもある。 
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２ 日進市の小中学校での取り組み 

現状について 

①小学校 

・低学年 

⇒生活科等の中で、学校周辺の様子を見る。人との関わりを持つ。 

・中学年 

⇒社会科等の中で、市の施設、水道施設、ごみ処理施設等の社会見学を行う。 

仕事について学習する。 

各学年に応じた職業観、勤労観などを養っている。 

②中学校 

・小学校で学習してきたことを復習する。 

・２年生時（分校は全学年）、実際に２日間職業体験を行う（平成３０年度の実績

では、全中学校の７２０人が小売店、飲食店、医療・福祉関係等の２２５の事業

所にそれぞれ分かれて職業体験を行った。）。 

⇒＜生徒の感想＞ 

   職業体験を行った生徒の９９．３％が働く人の苦労や働くことの大切さが学

べたとアンケートに回答した。 

 ⇒＜教員の感想＞ 

   職場体験学習を通して、働くことや社会の中での役割について考えたり、仕

事の大切さややりがいを感じたりすることができ、自分の将来について具体的

に考えていこうとする姿が見られた。 

各学年に応じた職業観、勤労観等の理解を深めている。 

課題 

・現在行われている学習活動の効果及び手法について検証し、結果を反映する必要があ

る。 

・教員の多忙化解消プランに基づき、限られた授業時間内で、より効果のある他の手法

等について検討する必要がある。 



３ 学校以外（生涯学習分野）での取り組み

現状について 

キャリアは、ある年齢に達すると自然に獲得されるものではなく、子ども・若者の

発達の段階や発達課題の達成と深くかかわりながら段階を追って発達していくもので

あり、その発達を促すには、外部からの組織的・体系的な働きかけが不可欠である。 

本市では、平成４年から家庭教育推進委員会を設けるなど地域社会（家庭・地域・

学校の連携）を核としてキャリアや心の醸成を図っている。 

   子どもに将来必要とされる知識教育の分野については、少年少女発明クラブ、子ど

も大学、文化芸術体験（子どもアート展）、スポーツ体験など、様々な分野の事業を

展開し、年々充実してきている。 

課題 

・家庭教育推進委員会など活動の担い手不足や参加されない子どもや家庭への対応。 

  ・社会変化に伴いキャリアや心の育成を担う家庭力や地域力の格差が生じている。 

・キャリアや心の育成について新たな手法や組織でのアプローチが必要。 

キャリアの育成・心の育成（社会とのつながり・自己肯定感） 
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（イメージ図） 



参考 

今後の取り組み

・市民企画により子どもたちの自己肯定感を高める講座の開催を進めている。 

・ドイツのミュンヘンで始まった「子どものまち」という手法があり、本市で取り組む 

ことができないか研究している。（別添資料２） 

※  社会や職業にかかわる様々な現場における体験的な学習活動の機会を設け、それら

の体験を通して、子ども・若者に自己と社会の双方についての多様な気付きや発見を

得させることが重要であると考えている。 



出典:「自分に気付き、未来を築くキャリア教育」－小学校におけるキャリア教育推進のために－ (国立教育政策研究所、2009年)



資料１令和元年８月２０日開催
令和元年度第１回総合教育会議　別添資料２




